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1. 宿泊産業の現況と課題
2. ⺠泊の可能性と課題
3. ⺠泊に対する海外での対応
4. ⺠泊への対応の考え⽅（私案）

2

CO747274
長方形



宿泊産業の
現況と課題
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宿泊産業の現況 ①市場規模：年間4.7億⼈泊

出典：観光庁「宿泊旅⾏統計調査」より作成。
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宿泊産業の現況 ②観光産業への貢献

2013年観光GDP
（TSAベース）：

9.0兆円
名⽬GDP480.1兆円
対⽐：1.9％
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出典：観光庁「旅⾏・観光産業の経済効果に関する調査研究」(2015年3⽉）より作成。
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宿泊産業は観光消費を地域経済につなぐハブ

法⼈（全体）

⼩売業

旅客運送業

駐⾞場業

宿泊事業
飲⾷サービス事業
⽣活関連サービス
娯楽事業

出典：観光庁「平成24
年観光地域経済調査」
より作成。

主な仕⼊・材料費、外注費の⽀払先地域
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宿泊産業が抱える課題
 国内観光宿泊旅⾏の実施率の低下

2014年56.9％
 訪⽇外客の特定地域への集中、

⼀部地域で需給逼迫（P.38, P.39 参照）
 インターネットを活⽤した新しいビジネスモデル

の参⼊
 安全安⼼の強化

公衆衛⽣に加えて、耐震からテロまで
 担い⼿不⾜（経営者、従業員とも）
 労働⽣産性，利益率の低さ

じゃらんリサーチセンター「宿泊旅⾏調査2014」

⺠泊の
可能性と課題
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⺠泊の可能性

1. 多様な資源活⽤ → 多様な宿泊形態
旅⾏者にとって、選択肢が増え、宿泊するこ
との魅⼒が向上。⼈的交流促進。

2. 需要集中への対応
→ 急増する訪⽇外客、イベント時対応。

3. 新しいビジネスモデル → 新規需要の開拓
若者層、⻑期滞在、低料⾦の宿泊、⽇常⽣活
体験＋交流＋宿泊、など。
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既存の⺠泊「農林漁業体験⺠宿」
ホテル営業 旅館営業 簡易宿所営業 農林漁業体験⺠宿

名簿 宿泊者名簿（⽒名、住所、職業等）を備える。
客室数 10室以上 ５室以上 － －
客室床⾯
積

洋式の構造設備
９㎡以上

和式の構造設備
７㎡以上

延床⾯積
33㎡以上 －

⽞関帳場 宿泊しようとする者との⾯接に適する
⽞関帳場・類する設備。

－
（＊） －

換気・採
光等 適当な換気、採光、照明、防湿、排⽔の設備。

⼊浴設備
宿泊者の需要を満
たす適当な数の洋
式浴室⼜はシャ
ワー室。

⼊浴に⽀障をきたさない（当該施設に近接して公衆浴場がある
等）と認められる場合を除き、
宿泊者の需要を満たす適当な規模の⼊浴設備。

その他 都道府県（保健所を設置する市⼜は特別区）が条例で定める構造設備の基準に適合。
＊条例で設置が求められる場合がある。




